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学校教育における市民・市民社会・地球市民の
捉え方に関する一考察
One Consideration about how to Grasp the Concepts of Citizens, Civil Society, 





























































































































































































































































































































































































































































































市民社会の構成要素 職場 学級 授業 委員会 行事 部活
①国家からの自立 × × × × × ×
②経済からの自立 △ △ ○ ○ △ △
③自治性 × × × △ △ △
④公共性 ○ ○ ○ ○ △ △
⑤インフォーマル性 × × × △ × △
⑥空間的自由度 △ × × △ △ △
⑦時間的自由度 △ × × △ △ △
⑧課題・テーマの自由度 × △ × × △ △
⑨問題解決的討議 × △ △ △ △ △
⑩制約のない対話 △ △ △ △ △ △
⑪構成員の自発的参加 × × × × △ △
⑫構成員相互の平等性 × × × × △ △
⑬構成員の知識・教養度 △ × × △ △ ○
⑭構成員のエートス度 ○ △ △ △ △ ○
⑮構成員によるルール作り △ × × △ △ △
⑯多様性の相互承認 × △ △ △ △ ○
⑰国際化 × ▲ ▲ × ▲ ▲
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